


大会長挨拶

褒賞（アワード）  17日  13：25～  式典内
全旅連青年部の褒賞制度は、全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会青年部のブロッ
ク・都道府県・各地域青年部の積極果敢な青年部活動に貢献した功績を称えるとともに、
そのすばらしい事業活動が、褒賞を通じて全国に広がり、各地域青年部の活性化を推進す
る為に設置されたものです。全国青年部員の刺激になり、参考になるような若々しくアイデ
アと活力溢れる青年部らしい事業活動に対し、褒賞を贈ります。
小さな地区の小さな活動のなかにも、光り輝く傑出した素晴らしい活動があります。是非、
遠慮せずより多くの褒賞申請をお待ちしております。

①グランプリ／全旅連青年部長賞／1本 100万円
②準グランプリ／準全旅連青年部長賞／1本
③全旅連青年部OB賞／1本
④各社賞／観光経済新聞社賞・トラベルニュース社賞・旅行新聞新社賞・柴田書店賞
⑤優秀賞／5本

グランプリおよび準グランプリの2件は全国大会記念式典でプレゼンを行い、当日審査を行い
ます。（当日審査委員による投票で決定します。）
※今回は令和2年12月18日まで褒賞申請受付を延長しております。

グランドプリンスホテル新高輪（品川）
国際館パミールにて着座形式予定

第24代青年部長　
鈴 木  治 彦

分科会  18日  午後～

大懇親会  17日  19:30～

 2月17日　
　12:30／式典開会
　　　　（11:30受付開始）
　13:25／褒賞（アワード）
　14:45／第五回 旅館甲子園
　19:30／大懇親会
　　　　  グランドプリンスホテル新高輪
　    ※ブロックナイトは各ブロック主催で。

 2月18日
　午後　分科会

SCHEDULE

・5日前からの検温。 ・マスク着用。 ・新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA)インストール。   ご協力をお願い致します。
感染症対策

≪飛行機の場合≫  羽田空港→東京ビッグサイト（リムジンバス約30分）
≪電車の場合≫     ゆりかもめ「東京ビッグサイト駅」より徒歩3分
                          りんかい線「国際展示場駅」より徒歩7分

交通のご案内

「Challenge for the future」 ～より良いかたちを次代へ～
奇しくも今期私が掲げたスローガンが世界のテーマになったような2年間となりました。
各種多くの災害、世界的な感染症など我々は目まぐるしく多くを経験しました。
現代において我々観光業は、日本の新たな基幹産業として今まで以上にプライドと強い責任感、使命感を
持って日本経済を牽引していく立場にあります。
2021年、今年こそは東京オリンピックパラリンピックを開催し、見事成功裏に納めなければなりません。
その一端を担っている宿泊業界として万全の感染拡大防止策を講じた上で「集う」ことを恐れず、まさに
Challengeしていかなければならないと強く感じ、願っております。
記念すべき第25回大会は東京ということもあり、また国際ホテルレストランショー及び第5回旅館甲子園と
の併催ということもあり我々の決意と行動を内外に示す千載一遇の大きなチャンスだと捉えております。
コロナ渦での大会開催は皆様のご家族、社員、関係者の皆様にご心配をお掛けすることもあろうかと思

いますが、先にも述べました通り今大会の「意義」をご理解賜りまして、過去の大会以上に多くの青
年部員、関係者の皆様にご参加いただけることを祈念し、東京の地で皆様にお会い出来ることを
楽しみにしております。

②政策委員会　「我々が進むべき観光業のニューノーマルとは？（仮）」
新型コロナウィルスによって激変した社会。観光に対する考え方にも変化が見られる中で我々宿泊業を含めた観光業が取るべき道とは？
各界の代表が本音で語るパネルディスカッション！

③流通・インバウンド委員会　「地方創生におけるワーケーションの可能性とは～宿泊業界の未来が見える～（仮）」
そもそもワーケーションとは？なぜ政府はワーケーションを広めたい？今後の可能性って？
活用事例を交えながら貸す側、使う側の両面からパネルディスカッションを行います。

①労務委員会　「Withコロナにおける労働生産性向上の取り組みと実例」
新型コロナウイルスによって、私達の生活習慣は数ヶ月で大きく変化しました。それに伴い、旅の形も変化しました。このようにお客様
のニーズや社会のニーズが変化するということは、否応がなしに宿泊施設も変化しなければなりません。
検温、消毒、体調チェック、数多の感染防止対策の実施は業務量を増加させます。このwithコロナ期は労働生産性を意識しながら、
【増える作業】と【間引く作業】、【新しいサービス】と【廃止するサービス】の取捨選択が今後の重要ポイントになってくるのではない
でしょうか？様々な実例を交えながら考えるきっかけとなる時間としたいと考えております。

※詳しくはホームページをご覧下さい。　全旅連青年部HPアドレス ▶http://ajra.jp


